
弘前市市民参加型まちづくり１％システム（令和８年１次募集）　採択事業一覧　【一般部門】

　申　請　件　数：２４件

　採　択　件　数：２４件

　募　集　期　間：令和７年１２月１５日（月）～令和８年１月９日（金）

　公開プレゼンテーション・審査会：令和８年３月１２日（木）・１３日（金）・１４日（土）・１５日（日）

番号
新規
継続

団体名 事業名 補助金申請額（円） 採択金額（円）

1 継続 弘前歩こう会
「第１５回　津軽岩木スカイラインを歩
いてみよう会」

500,000 500,000

2 継続 西部仲町自主防災会
防災・地域づくり「第９回　西部仲町
自主防災会　防災訓練事業」

35,000 35,000

3 継続
弘前市仲町地区伝統的建造
物群保存会

第６回　武家屋敷の町並み周知事業
～武家屋敷で楽しもう～

269,000 269,000

4 継続 弘前桜の園音楽協会
第27回未来コンサート（第24回弘前桜
の園作曲コンクール含む）

380,000 380,000

5 継続 大沢町会 大沢川環境整備事業 197,000 197,000

6 継続 津軽カタリスト
太宰治まなびの家　ドラマリーディング
定期公演　事業

82,000 82,000

7 継続
弘前大学教育学部声楽研究
室・ピアノ研究室

ひろさきで学ぶ　芸術歌曲の技と心
2026

500,000 500,000

事業内容

弘前市及び岩木山の魅力を全国に発信することと、市民の健康増進と親睦交
流を図ることを目的に、「津軽岩木スカイライン」をゆっくりと自分のペー
スで歩く事業を実施する。

有事の際に、地域住民が自助・共助のもと、迅速に対応できるよう訓練する
ことを目的とし、近隣町会を含めた町会住民を対象とした「防災訓練」を実
施する。避難場所の確認を行うほか、消防署協力による災害講話や消火器の
使用訓練、炊き出し訓練等を行う。

国の文化財に選定されている「仲町地区」を知らない弘前市民や県内外から
の観光客にも来ていただき、弘前市の観光振興につなげることを目的に、街
歩き講座や生垣・黒板塀の保存技法の講習会、さむらいフェアなど、武家屋
敷を活用した様々な楽しみ方を提供するイベントを実施する。

音楽分野における若い才能の発見と、演奏活動及び創作活動を支援するため
に、「弘前桜の園作曲コンクール」と「未来コンサート」を開催する。コン
サートでは、弘前市を中心とした若手演奏家によるジョイントリサイタル
と、作曲コンクール全国１位の作曲家による演奏を行い、上質な音楽を鑑賞
する機会を提供し、同年代の作品や一般の部の複雑な現代作品に触れること
で、音楽家としての成長につながる機会を創出する。

「弘前は太宰治研究の街である」ことを広くPRし、世間に浸透させ、弘前
に新しい価値を付帯することを目的に、太宰治の作品をアレンジして、ドラ
マリーディング形式で年４回、定期公演を行う。

近年声楽の演奏会の数が少なくなっていることから、初めてクラシック音楽
に触れる方や、クラシック音楽や声楽がすでにお好きな方、すでに演奏の勉
強をしていたり、演奏活動をされている方など、あらゆる弘前市民が、最先
端の知識や技能に触れ、学ぶことができる機会を創出するため、声楽のコン
サートを実施する。

大沢町会内を流れる大沢川の中に自生する柳の木や雑草の草刈り作業を地域
住民の手で行うことで、損なわれた景観を回復し、加えて集中豪雨等による
水害の発生を防止するもの。



番号
新規
継続

団体名 事業名 補助金申請額（円） 採択金額（円）事業内容

8 継続 Sott Sott Sott Sottの居場所 306,000 306,000

9 継続 ほほえみネットワーク
手作りケア帽子とヘアウィッグ貸し出し
でがん患者さんを応援‼

65,000 65,000

10 継続 手作り工房【さーくる】 夏休み親子でワークショップ 254,000 254,000

11 継続
一般社団法人　弘前青年会
議所

青少年育成スポーツ奨励事業「集ま
れ！！JCスポーツ」

304,000 304,000

12 継続 大石武学流庭園調査研究会 「弘前市の大石武学流庭園めぐり」 115,000 115,000

13 継続 アートワールドひろさき
赤ちゃんも！音楽ファンも！みんなのコ
ンサート

206,000 206,000

14 継続
NPO法人　弘前Jスポーツ
プロジェクト

第６回　弘前さくら夢project～　小野
伸二 サッカー教室

500,000 500,000

15 継続 和徳歴史探偵団

～和徳の歴史の探求と伝統ある津軽の歴
史の魅力発信事業～
題「けの汁発祥の地　和徳城」和徳城主
小山内讃岐の守没後455年祭

419,000 419,000

働くことに悩んでいる、また自宅にこもりがちな方に対し、自宅ではなく、
職場や学校でもない第３の居場所で、自分を見つめ直したり、他者と知り合
い交流することのできる機会を提供する。

市民の乳がんに対する理解促進とサポート意識の向上のため、ヒロロや大学
病院などで患者さんが被るケア帽子作りをするほか、看護学科の学生と患者
が交流する場を設定する。ケア帽子作りを通して、乳がん検診の啓発とサ
ポートの輪を広げていく。

夏休み期間を利用し、親子や祖父母と孫などで参加できるものづくりのワー
クショップを開催する。ワークショップを通して、ものづくりを楽しみなが
ら、親子やおじいちゃん・おばあちゃんとゆっくり過ごす時間を作る。

学校での部活動縮小や共働き家庭の増加により、子どもたちが運動やスポー
ツに触れる機会が減少していることから、子どもたちが気軽に楽しめるよう
にスポーツを体験できる教室型プログラムを開催する。また、子どもたちが
安心してスポーツを継続できる環境を整えるために、地元クラブと連携しな
がらスポーツクラブブックを作成する。

津軽地方にだけ築庭され、国指定文化財にもなっている「大石武学流庭園」
をより多くの市民に周知するため、座学の講座と市内の武学流庭園を巡るバ
ス講座を開催する。庭園の個人所有者にも周知を図り、庭園について理解を
深めてもらい、文化財の保存・継承につなげていく。

小さなお子さんや赤ちゃん連れの方でも、気軽に来場できるようなコンサー
トを開催し、子育てステージでも、クラシック音楽や日本の伝統音楽に触れ
る機会を創出する。また、児童館に出向き、曲のもつ歴史や背景に触れなが
ら、一緒に歌ったり演奏したりなどを通して、子どもたちがクラシック音楽
を楽しいと思えるきっかけづくりを行う。

小野伸二氏をはじめとする、世界で活躍したプロサッカー選手を招致し、小
学生対象のサッカー教室を開催する。プロのサッカー選手から直接指導を受
けることで、子どもたちの夢を育むととともに、未来へ向かって成長するこ
との楽しさを伝える。

和徳町に和徳城があったことや、「けの汁」の発祥の地であることを広く周
知するため、和徳地域の稲荷神社の宵宮の日に、けの汁の振る舞いを行うほ
か、和徳町の歴史やけの汁のルーツを伝えるパネルを展示する。また宵宮に
来た地域の小中学生に、和徳の歴史を楽しみながら知ってもらうためクイズ
大会も行う。



番号
新規
継続

団体名 事業名 補助金申請額（円） 採択金額（円）事業内容

16 継続
津軽笛地域づくり実行委員
会

第十一回全日本横笛コンクールおよび弘
前ねぷたまつりPR事業

203,000 203,000

17 継続
岩木　みんなの食堂　ひだ
まり

岩木　みんなの食堂　ひだまり 286,000 286,000

18 継続 社会福祉法人　千年会 「みんなの食堂」おいでえーる 440,000 440,000

19 継続
子育て支援サークル　マ
マーズクラブ

みんなでからだを動かして遊ぼう！ 136,000 136,000

20 継続
特定非営利活動法人
ひろさきレクリエーション
協会

いろんな鬼ごっこゲームで遊ぼう!＆ス
ポーツ鬼ごっこ交流大会2026冬の陣

197,000 197,000

21 継続 東地区ちいきの絆食堂 きずなカフェ 438,000 438,000

22 継続
コミュニティスペース月と
山と

月と山とみんなの居場所 445,000 445,000

23 継続 乳井町おこし協力会 乳井区域内放棄地の環境整備と美化活動 138,000 138,000

弘前の伝統文化であるねぷた祭りや、ねぷた囃子が全国的に見ると素晴らし
いものであることを多くの世代に気づいてもらうため、全国横笛コンクール
を公開で実施する。課題曲を「ねぷた囃子」にすることで、全国の笛奏者に
対してもねぷた祭りを知るきっかけを作る。

乳井町会内で放棄され崩壊寸前だった遺跡である茶臼舘の沿道改修や、ホタ
ルが集まるため池の泥上げ、小径の整備を進める。また、地域住民の参加を
図りながら、茶臼館からの絶景を見る会やホタルの観賞会などを実施し、地
域の良さを再認識してもらう。

地域住民の繋がりを醸成し、孤立や孤食を防ぐため、中央公民館岩木館で
「岩木　みんなの食堂　ひだまり」を月に1回開催。子どもを中心としたみ
んなの居場所づくり、無料の食事提供、学習支援とみまもり活動を行う。

市民を対象に、安心してつながれる「共食の場」を提供し、栄養バランスの
とれた温かい食事の他、健康相談や栄養講座等、「食育」についても考える
「みんなの食堂」を実施する。また食堂の運営を通して、地域の人が地域で
活躍できるシステム作りを目指す。

子どもの運動の機会と、養育する親の情報交換の場として活用してもらうこ
とを目的に、親子で定期的に遊んだり、小学生の子どもたちが運動できる機
会を提供する。また、お母さんのリフレッシュのための教室も行う。

地域の子ども同士で体を動かし楽しく遊ぶ機会を作るため、様々な鬼ごっこ
ゲームで遊ぶ催しを市内2か所で行う。また、スポーツ鬼ごっこ交流大会を
開催し、遊びを通した他地区の子どもとの交流の機会を創出する。

地域の誰もが参加できる多世代交流の拠点づくりとして、城東団地集会所に
おいて「きずなカフェ」を月に1回開催する。世代や性別などの垣根を超え
て、食事をともにしたり勉強を教えてもらったりなど、思い思いに過ごすこ
とで、互いに認め合い支え合える温かい地域づくりを目指す。

親子が普段の地域コミュニティから離れて、新たな人間関係をつくりながら
リラックスしてもらうことを目的に、遊び体験・共食の機会を提供する事に
より、従来の居場所づくりよりも深い親子の体験の場を創出する。



番号
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継続

団体名 事業名 補助金申請額（円） 採択金額（円）事業内容

24 継続 弘前保護猫活動連絡協議会 小さな命を守ろう　ニャンちゃん譲渡会 266,000 266,000

新規 0事業 0 0

継続 24事業 6,681,000 6,681,000

合計 24事業 6,681,000 6,681,000

合　　計

地域猫による環境問題が取りざたされているなか、市民に保護猫活動の理解
を深めてもらい、動物と暮らし、命を大切にすること、殺処分ゼロを目指す
ことを目的に、猫の譲渡会と研修会を実施するほか、各種イベントでチラシ
を配布し、啓発活動を行う。


